




浜村の庄屋上田宜珍が記した日記の分析を中心に、村における地域情報の情報化、 特に収集・伝達について、 異国船、 船頭を事例に考察する。これまで村行政における日記に蓄積された地域情報の内容から、機能別に記録、選別、伝達、活用、継承について、高浜村の疱瘡や庭師を事例としてとりあげた
（1）。この情報の機能の流れを「情報化」と定













シナ海に囲まれた島々からなる地域 あ 。近世には郡内を一町八六村とし、これらの村々は一〇の大庄屋の組に属していた。慶長五年（一六〇〇）以降、一七世紀前半に寺沢広高等の藩領であったが、寛文一一年（一六七一）以後は幕府領となった。幕府領時代も、支配役所は天草・長崎・日田代官、西国郡代、島原藩 預所など、たび び変遷している
（6）。当該時期は、 島原藩預所支配（天明三年（一七八三）
















































































































の暁に出されている。書き出しにあるように会所からの二度にわたる書状（関口の高浜止宿依頼と冨岡への止宿変更）への返事である。内容は、二通目の書状が一五日暁に届いたため、昨夜は止宿中止を知らず、延引と判断し引船を出したこと、今朝の紅毛船の状況を知らせている。会所宛の書状では、①②の情報は全く記されておらず、書状で依頼のあった③のみである。こ ら三通の 状を比較した結果、宜珍はそれぞれの相手の役職、依頼内容に応じて、伝達する情報を えていることがわかる。一―三高浜における御用状の伝達　
翌六月一五日には、まず暁に長崎遠見役人を乗せた御用船二艘が来
航した。用向は、昨日宜珍が同行し 紅毛船ヘの乗付状況を問い合わせるもので、詳細を知らせたとある。この御用 も、昨日の御用船と同じく、一二日冨岡沖で紅毛船より書翰を受け取り、一三日長崎へ注進し、折り返し天草へ来航したと乗船者から聞いている。長崎ではこのような御用船を派遣して、紅毛船 の情報交換 行っていた。そ際には中継地として高浜のように停泊可能な場所が選定された。 つぎに、幕府役人である牛深湊番所詰普請役の小林周助一行六人が、



































































冨岡から届いた。この御用状には、冨岡詰代官近藤、成田から宜珍宛の添状があり、小林が高浜に宿泊していれば家来を通じて渡し、もし宿泊していなければ、宿泊村に届けて欲し とある。この御用状は、高浜へ一六日朝六ツ時に到着し、すぐに小林が受け取った。そし 小林から荒木への返書 認められ、御用状を持参 た飛脚に渡された。この返書にも宜珍は、近藤、成田宛につぎのような添状をつけた。


























































訪れ、高浜へは小田床村の淳藏・壽永丸船頭とともに皿山を見物に来ていた。そして矢上で生産される焼物を、上田家が輸送販売する大坂方面への船に 運賃積みしたいと 相談をもちかけた。続けて高浜の皿石購入についても話があった。宣珍は同業者としての視点で、藤田から聞いた矢上山の概要を記す。矢上山は、三、 四年前に開かれた窯数一五、 四〇〇俵 焼物を生産してい また藤田本人についても、藤田尾の出身、平士格、中小性と身分情報を加える。今後の主要な取引先となる可能性がある皿山に関して、商業情報を収集し記録したといえる。 藤田は、翌一一日、来月の天草への来訪、大坂への燒物輸送の約束













自家の焼物以外に 矢上も含めて二〇〇〇俵もの他皿山の焼物を輸送したことが記される。そして矢上には毛馬屋の手代が交渉に赴き、焼物輸送は宜珍 担うこと なった。二白にあるように、宜珍は焼物を春にも大坂へ送り、それを毛馬屋が販売し、また客の要望などの指図をすみやかに皿山へ反映する 焼物 の具体的な様子がうかがえる。このような遠方の書状は、船を経由し もたらされる場合 多い。一一月二日には大坂の毛馬屋鹿藏・戎屋惣七・河内屋伊兵衛・井筒屋藤藏の四人の書状がいせ丸、順幸丸を経由し、椛島で壽栄丸が預かったとある。　
壽栄丸・藤田との記事に戻ると、翌文化六年正月二二日、宜珍は矢
上へ向かう壽栄丸に藤田への年玉の玉子と書状 焼物販売代金の銭二貫を渡した。二月一〇日矢上から壽栄丸が戻り、藤田からの年始の返礼菓子と、焼物二〇〇俵が届き、浜藏に納めている。一七日には壽栄丸が高浜村へ来村、皿石を積み、宜珍は藤田への返書を渡した。返書には、焼物を追加八五 俵送れば、五貫を渡すことが可能と している。そして今回の矢上行きは、船頭ではなく水主が派遣されるで、藤田への返書の内容について、小田床で仲介 していた淳藏 で船頭へ読み聞かせて封〆をするよう依頼して る。この状況から船の
船頭・水主が、荷物輸送に携わるだけではなく、先方への使としての役割を持っていることがわかる。当時の交渉 当事者同士の書状のやりとりが中心である 先述した飛脚と同様、使者としての船頭などが口頭で伝える内容にも、一定の役割があった。　
三月一日壽栄丸は矢上から燒物六〇〇俵を輸送し、宜珍は計八〇〇
俵を三日に順幸丸に積み替え大坂へ出荷した。この大坂行の荷物には燒物の他、壱町田口から櫨実、 ぶ木を積み込んでいた。三月一三日、燒物為替銀五〇〇目と藤田への書状を壽栄丸船頭甚助 渡した。二二日壽栄丸が矢上より帰り、 「燒物運賃積之義 藤田氏諫早行ニ付而不相分候得共、多分御遣候趣ニ相聞候」と、船頭幸左衛門からの伝言を聞いている。先にも記したように書状以外の を船頭が伝言 事例である。五月一七日大坂より帰村した順幸丸が藤田宛の毛馬屋書状を持ち帰り、宜珍は壽栄丸で運ぶよう依頼したため二五日船頭幸左衛門が訪ねている。六月二三日にも、幸左衛門は今晩矢上へ行くことを伝えに宜珍を訪ねている。宜珍と藤田 間の輸送や情報伝達を担当する幸左衛 は、矢上へ出航す 際には、宜珍の許を訪れ書状や伝言等を確認している。二―二船頭幸左衛門の伝言・風聞の記録　
七月一九日には、この壽栄丸に乗って宜珍娘で小田床素八妻のおき


































































化六年八月一九日、隣村の今村から疱瘡患者の死体が高浜・小田床・下津深江三ヶ村境近くに埋められた際、小田床の村役人として立ち会っている。また文化九年正月二九日には、年寄として幸左衛門が、高浜との穴ノ山海辺境相論の際にも立ち会い、文化一二年一二月一四日には御仕法方の請地見斗に際して 幸左衛門他二名が小田床より来村している。こ ように幸左衛門は、様々な物や人、情報を運んだ船頭であり、また村役人としても活動していたと考え る。二―三ヲロシア一件情報と村の対応 この壽栄丸船頭は、天草と矢上の往復航海のなかで、長崎の情報も宜珍に伝えた。文化五年八月一七日、暁矢上より帰帆 た壽栄丸船頭幸助より聞いた話を、宜珍は とめつぎの書状を代官へ送っ いる。
以飛脚申上候、然者諫早領矢上皿山ヘ皿石積越候船、今曉罷帰、只今右船頭より承 処、昨十六日暁八ツ時頃、長崎口から崎神かヘ魯西亞船四艘船繁リ仕 江戸御用早馬弐疋矢上宿ヲ明七ツ頃御通リ、且長崎寺々鐘声頻ニ而、近郷之寺々も同様相聞ヘ、諸方ヘ之早打夥敷、諫早より矢上詰之奉行藤田杢右衛門殿、同所より即刻長崎ヘ馳参リ被申、其跡追て諫早勢早馬ニて御通、其外何方之御人数ニ候哉、早馬兵器御持運、 領矢上街道昼頃ニ至候而ハ人馬之透間少も無之様相成候由、同所ニ而之風聞ニハ此節魯西亜船遠見 目鑑ニ鏡も不相懸不斗参候者 霧ヲ立候而帆影ヲ隠シ と被存候ニ付而、 跡より何程歟襲来可仕哉と申事之由、
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 二白御伺申上候、本文之趣弥事実ニて御座候半ハ、定而直ニ長崎より御通達御到来候御事と奉存候、御様子被仰知被下度奉願候、且魯西亜跡より襲 仕候体ニも御座候半ハ、当郡西筋御備之儀島原熊本より此節 御越被遊候御事ニも可相成御様子ニも御座候哉御内々奉伺候、已上
　
八月一六日の長崎への魯西亜船四艘入港に関する船頭の見聞と風聞







他の筋からは連絡がなく、冨岡町年寄中の風聞が届いたので、昨日触を郡内へ出したとあった。島原藩庁へも問い合わせた 、防備も含めて不明であり、わかり次第指示があると答えて る。先の触は冨岡町年寄の風聞 代官も郡内から情報を収集しつつ、それを として郡内へ伝達している。天草支配の代官は、島原藩庁から離れ 地にあり、長崎に近い地 利を活かし、 の町年寄や庄屋 の村役人層、船頭からの情報 もとに、状況を判断していた。 宜珍は、この日から村内の荒尾峠に遠見番を派遣し、異国船の監視を
続けた。また冨岡会所から 魯西亜船一件の触が、会所詰中 新吾から高浜村へ飛脚にて直接到来し、大江組内に触 ま ている
（24）。高浜







島原藩や熊本藩の出動を前提にした「御陣仮屋御建候」 「御陣中御入用手当」 「肥後衆御陣所」など、 後方支援的な内容である。しかし「嶌原熊本より之御備方無之内異船近寄候」際の煙を出す柴の手配や、 「万一立退候節人夫」など、最悪の事態も想定した対応であった。　
二〇日も役所からの触が二件、①ヲロシヤ船が一七日長崎湊を出帆
し、申刻頃に申の方角に見え くなった で注意するように、②防備のために島原・熊本藩が派遣された場合 馬に与える藁を村々で用意するよう指示した内容であった
（26）。荒尾峠の遠見は、村内の村組で
ある迫の西平中が担当することになった。二一日には、島原藩の徒士横目杉山庄左衛門、小山三郎が、ヲロシヤ一件の風聞のため牛深まで出張する途中、高浜に立ち寄った。その際、高浜村 ヲロシヤ一件手当の書付を二人に見せている。二二日には、ヲロシヤが不意に上陸した際の村方の備について一九日 手当をしたこと、島原徒士横目衆の通行についての伺書計二通を代官へ送っ 。二五日 は、この伺書に対して、代官から村方の手当を行うよう返書が来ている。　
そして二七日、通常の唐船帰帆触が出され、村の組頭中を会所ヘ呼
出し、ヲロシヤ一件手当を、西平中 は、荒尾峠遠見について 更手堅く勤めるよう指示した。しかしこれ以降 魯西亜船に関する記事は登場せず、異国船に対する緊張関係は収束し いる。この緊急の事件に関して、宜珍をはじめ村役人が船頭などから風聞を収集し、代官へ書状や伺書によって伝達する一方で、そ 情報を代官が郡内 触と
して通知していた。そして庄屋は収集した情報をもとに、異国船への対応として、藩の後方支援に関する手当、遠見番の設置など 村の対応を進めていった。三肥後網田船頭新作の異国船、医療情報三―一異国船情報と風聞書　
つぎに郡外の肥後網田船船頭新作の事例を分析する。網田（現宇土
市）は、島原湾に面した三角半島の村で 一八世紀末、高浜焼の技術を取り入れた熊本藩の窯があった。船頭新作は、 文化五年四月朔日 「肥後網田皿山新作ト申仁、見舞」として初めて日記に登場する。五月二〇～二七日には、新作は高浜の皿山ヘ滞在 おり、皿山の焼物関係の仕事に従事していた人物と考えられる。　
一二月二五日には、新作が異国船の噂をもたらし、宜珍はつぎの書
状を代官へ送った。　　　
 以飛脚申上候、然者只今肥後宇土郡網田舟船頭新作と申者、当所ヘ乗入候処、同人義当月十二日国元出帆之砌迄ハ、為何事も無御座候処、此頃日向沖ヘ異船数艘相見候趣、熊本ヘ注進有之候付而、御領分豊後国鶴崎表為御固、即刻熊本軍陣三備御乗出シ殊之外大騒動ニ而 津方問屋共江ハ御軍用塩辛鰯八百かへ差出候様被申 候様子、途中ニて承候段噂仕候 同人義前方より当所江毎々商売方ニ船より相見、元来ハ熊本御家中者ニて、虚言等
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平の訪問と熊膽荒布調を記した。それに関連して、新作より聞いた人膽長壽丸の情報が続く。この人膽長壽丸は、熊本城下 住む熊本藩士スヱ物切役上妻稲太の製法で、労咳、悪症、ライ病など、 「諸薬験無之病ヲ治ス」 特効薬であった また四〇歳以上の人の不老薬でもあり、江戸の旗本から熊本藩士松下久兵衛に伝授されたとある。そして四月一九日には、新作が「癩疾妙薬三廻分」を持参 、宜珍は高浜村の元年寄善藏に渡している。こ 人膽長壽丸の情報 聞い が 新作に依頼して入手した可能性 ある。　
つぎに翌文化七年四～六月にかけて起こった、病気修法僧と邪宗嫌
疑についてみていきたい。この僧は四月三日に皿山を経由して宜珍のもとを訪れている。名は右中弁といい、豊前彦山乗輪坊の子息で、珍が天草崩れの際に村民に普及した 準提観音信仰の不思議によって諸病を治す清僧であった。この右中弁 病気修法の力については、かねてから新作が噂していたとある。一〇日には、右中弁が隣村今富村官蔵の病気修法を行い、快方 向かっ いると、宜珍 伝言で聞いている。一八日には、官蔵女房が右中弁を迎えに来た際に 宜珍は新作からの妙薬 包を官蔵に渡している。この妙薬 、代金が壱貫七五〇文と、人膽長壽丸と同じであり、先の善藏と同じ可能性がある。 翌五月一六日、今富村庄屋で弟の上田演五右衛門等が来訪し、官蔵
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の加持をした右中弁は、 「邪宗門之僧」との疑いがあるので、紹介した新作を糾明 いとの依頼があった。この発端は、今富庵主和光和尚が疑いを持ち、官蔵の親類と演五右衛 ヘ話をしたことで った。皿山から呼び出された新作は、右中弁は熊本でも糾明されたが、亮潮律師が改め、正しい準提の法であり疑しい点はなく、熊本でも加持を行っていたので推薦 たと述べた
（30）。一七日今富から帰ってきた新













報の収集・伝達について、庄屋・船頭の情報を中心に分析 。まず一では、異国船来航 関する代官や会所からの触による情報の伝達、また紅毛船 漂流対応における、幕府役人や庄屋の の収集・伝達について概観した。そこでは突発する 件 際し、役人は出張先で御用状を作成するなど現地が情報発信の場となり、庄屋が現場へ同行したり、御用状の受け渡 の仲介や、添状や請取状を作成 伝達を担っていた。　
二では、まず小田床村の壽栄丸を通じて、矢上皿山との取引と商業
情報の収集・記録の経緯を、時系列に沿って詳述した。この船頭幸左衛門がもたらした見聞や伝聞情報は、庄屋が情報を選別し、階層付けを行ない日記に地域情報として記録した。ま ヲロシア一件など 緊急時に際して、庄屋は船頭などから風聞を収集 、代官へ書状や伺書
近世後期庄屋日記にみる地域情報の収集・伝達
一二一
によって伝達した。一方でその情報を代官が郡内へ触として通知していた。そし 庄屋は収集した情報をもとに、異国船への対応（手当）を進め このような船頭は 村役人としても、高い能力を発揮していた。　
三では、肥後網田船頭新作の収集した異国船情報を、宜珍が代官へ
知らせ、代官からも情報を収集し、より正確な情報を伝達していた過程を追った。また新作は、貴重な医療情報を村へもたらしたが それによって天草崩れの記憶から過敏に村が反応し、邪宗嫌疑が発生するなど、村の対応は変化し 。 本稿の分析対象である庄屋日記は、長期的に庄屋や船頭の行動やそ
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⑹
  平田豊弘「天領天草について」 、本渡市教育委員会『天領天草大庄屋木山家文書御用触写帳』 （以下「御用触写帳」と略す）一、一九九五年、一～七頁。
京都府立大学学術報告「人文」第六十五号
一二二









文化一五年、全二〇巻、一九八五～一九九八年。このうち日記の残存していない寛政六、 八、 一二、文化八、 一〇 五年分が欠けている。なお日記の引用部分の出典については、各年の該当月日を参照 ただきたい。
⑽「御用触写帳」全七巻、一九九五～二〇〇二年。⑾「御用触写帳」一、 一六二、 一六 、 一六六、 一八一頁。⑿「御用触写帳」一、 三三三～三三四頁。⒀『対外関係史総合年表』 吉川弘文館、一九九九年、八三四頁。⒁
  前掲『対外関係史総合年表』 、八三四頁。
⒂「御用触写帳」一、 三三七頁。⒃




  牛深湊番所は、寛政一〇年九月、長崎奉行松平貴強が、異国船漂着の取締りのため 牛深に見張番 と銀杏山に遠見番所を設置することを決め、支配勘定・普請役とともに見分した。翌年正月から普請をはじめ、四月に完成し、番所には、 口をはじめ、普請



















  ほぼ同文の内容が、八月一六日付冨岡役所からの触で確認でき（ 「御用触写帳」二、 一一六頁） 。

  触によると本船から四艘に分かれて乗船している（ 「御用 写帳」二、 一一七頁） 。














  この亮潮律師は、 豪潮律師を誤記した可能性がある。 豪潮 （一七四九～一八三五）は、安永五年から、肥後玉名寿福寺の天台僧であり、『準提懺摩法』 （文政元） 、 『仏母準提供私記』 （文政九）などを著し、準提観音による加持で知られていた（ 『総合仏教大辞典』宝蔵館、二〇〇五年、三八一頁） 。

  実際に文化九 牛肉薬喰一件のように邪宗嫌疑のかかった事件が発生している（大橋幸泰「牛肉『薬喰』一件史料とキリシタン」瀧澤武雄編『中近世の史料と方法』東京堂出版、一九九一年（再収『キリシタン民衆史の研究』東京堂出版、二〇〇一年、二四〇～二五八頁） ） 。

  牛島小文太は、下益城郡阿高村（現城南町） 身で 文政九（一八二六）頃、肥後郡浦（現宇城市）の黒砂糖開発に関与している。 （熊本県
H
P
「地域発
 ふるさとの自然と文化」 「郡浦の黒砂糖」
http://w
w
w
.pref.kum
am
oto.jp/site/arinom
am
a/kounosato.htm
l ） 。
（二〇一三年十月一日受理）
（ひがし
　
のぼる
　
文学部准教授）
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